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【検察から被告人への質問】
犯行当日、何故約束を守らなかったのですか。

→自分は約束を守っていたつもりでした。当日は音量を以前より下げていたと思います。

バットで殴られて、どういう状況に陥ったのですか。

→まさか金属バットで殴られるとは思わなかったので動揺しました。

何故逃げたのですか。

→また殴られたら、と怖くなって逃げました。

追ってくる被害者に対しどう思いましたか。

→怖かったです。

どのタイミングで被害者が柵に引っかかっているのに気づきましたか。

→階段を数段下りた時に、何かが強くぶつかった音と、Ｙさんが何か声を出しているのが聞こえたので、振り返ったら彼が柵に引っかかっていました。

気づいた時、被害者とどのくらい離れていましたか。

→2メートルくらいだと思います。

被害者はどういった状況でしたか。

→右手にバットを持ったまま、身体の半分くらい身を乗り出していました。

それを見てどう思いましたか。

→先ほども言ったように、体勢を崩してはいましたが、右手にバットをまだ持っており、いつ体勢を立て直してもおかしくない状況だったので、恐怖を感じました。

被害者をどうやって落としたのですか。

→地面から浮いた彼の足を持って、思いっきり外へ放り出しました。

落とす時は、何を考えていましたか。

→とにかく身の安全を守るのに必死でした。助かりたい気持ちでいっぱいでした。
落とした後、あなたはどうするつもりだったのですか。

→階段を下りて、アパート近くの管理人の家へ逃げるつもりでした。

それだと、落下した被害者の脇を通らないといけませんね、それでは、被害者を落下させたことで、あなたに安全が保障されたと言えるのですか。

→・・・やっぱり自分の部屋へ逃げるつもりでした。

そもそも、被害者が柵に引っかかるまで、あなたは逃げようとしていたんですよね。

→はい。

バットで殴られ、動揺し、被害者に恐怖を感じたから逃げた、そうですね。

→はい。

それにも関わらず、被害者が柵に引っかかっているのを目撃したら、被害者を落として、自分の部屋へ逃げようとした。

→はい。

それが危険を回避するための最善の行為だったと。

→はい。

しかし、バットを持っていて、いつ体勢を立て直してもおかしくない被害者の元にわざわざ向かって行ったのは、余計危険ではないですか。

→危険かどうかは・・・そこまで考える余裕はなかったです。

もし、被害者が危険な状態でなかったのであれば、侵害の継続の断絶ではないですか。それは防衛ではなく反撃行為ではないですか。

→・・・・・・。
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